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地方 (大阪 )支部  嘩jll美樹

2014年 4月 20日 午前 7日寺 「これぞ官古島 |」 と思 うような素晴 らしい快晴の

中、第30回宮古島大会がスター トしました。スイム1時間、バイク6時間、ラン

6時間半、制限時間13時間30分 を目一杯使つての完走が 目標です。今年は大阪
からの参加です。大阪に引っ越 してからほとんど練習をしていなかったため、

宮古島の快晴 とは裏腹に、特にバイクに不安を抱えた状態でのスター トとな り

ま したc

スイムは、前か ら5～6列 目の外恨1か らスター トtン ま した。 2日 連続でスター

ト時間に合わせて試泳 していたので安′む感があ り、いつもより落ち着いてス

ター トできました.「 どの位置か らスター トしてもバ トルはある」 と言われた

ので、前方か らヌ、ター トに挑戦 ヒ́ま した.600メ ー トル地点のブイはいつの間

にか通過 していることが多 く、また 1700メ ー トル地点のブイを回つた直後に
コースを見失 うことが多いので、ヘ ッドアップを多く t/て ブイや ゴール地点を

常に確認サ
^る

ようにしました.それでもいつもより時間がかかっているように

感 じ、周 りに選手 t)少 ないようで不安で したc ヒか し電光掲示板は54分 台を表

示 してお り、日標タイム内だったので一安心 しましたこ体力の消耗 も少ないよ

うに感 じま ヒ́たc

バイクでは、10キ ロくと,い までは水分と補給食を摂 りながら体を慣れ させ よ

うと思いました。 しか しレジユル状の補給食を国にした際、胃が受け付けない感
じが しましたcヒ ば́らくしてこみ上げてくる感 じがありま したが、補給のタイ

ミングが悪かったかな、とあまり気に しませんで したc しか し、池間大橋付近

にきても体が補給食を受け付けませんc水分は問題なく摂れていました し、体

調に異変も感 じませんで t´ たのでここでもあま り気にしませんで した。それよ

りも、いつく)以上に多くの人に抜かれていく自分に焦 りを感 じていました。 し

か し目標は完走です。宮古島の絶景を楽 しみながら走ることにしました。沿道
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らず補給食は胃が受け付けてくれませんが、特に空腹感もなかったため大文夫だろうと思っていました。それで

も少 tン ずつ口にするように心がけていたつもりでした。
思い返せば、例年よリエイ ドステーションで水分補給する回数が少なかつたと思います. しかし́、レース中は

水分補給はできていると思つていました。汗をかいているのに用意 したボ トル2本の ドリンクがなかなか減らな

かったことを思えば、やはり足 りていなかつたのだと思います。エイ ドステーションの中には、ボ トルの準備が

追いつかず、 ドリンクを紙コップで渡されるところもありました。一度止まって補給することになりますが、そ

の後の漕ぎ出しが非常につらかつたため、その後は紙コップのエイ ドは止まらず iHi過 してしまったのもよくな

かったのだと思います。 2周 目の池間大橋手前で突然左足裏の指の付け根付近に痛みが走 りましたぃ『痛い』 と

いうより『熱い』 という感覚で力が入 りません。バンfク シュ~ズのべ′L卜 の締め過ぎかと思い、緩めてみまし́た

が効果はありませんでした。DHポジションで漕いだほうが痛みが少ないように感 じたので、できる限りDHボジ

ションをとり、軽いギアで進むようにしま lン たこ とにかくバイクアィニッシユを目指 して右足中心でクルクル画

Lま す. ヒ́かし,時折左足に電気が走るような痛みがあり、そのたいに一l手動きが止まります=そ の後、痛みが治

まることはありませんで t´ たが、なんとか目標の14:時位にバイクフ ィニッシュヒ́まし́た。

痛
=止

めを飲t■、、ランスターートi也 点のエイドでレモンをか l二 つてtl'台■■した● 意タトに lD足 の痛みliな く

なつており、足の疲労感 t)そ れほど感 じませんでしたご痛みの原因liバ |́′ ク,ュ ー ズだ●たのだと思い、少 l気

分が楽になりまヒ́た.時間は 6時間半程残つています。 「いけるJと 思い、青木さ八ノに 1)笑顔で手を振 りまし

たcレモンの酸味で気分転換できたようでした。 しかし 2キ ロ付近で再び痛みがやつてきたのと同時に左膝が

ガタッ七なり、左量に力が入らなくなりまl_た ._]・ くモ,1■ ぎあたりまで嘉■がでてきて|ヽ ましま1.tろ うとい う

気持ちとlJ裏腹に歩いてしまつているという状況でした「 ヒ′ばらく歩いていると女性選手がi自 い越 し際に 「まだ

十分時間はあるから完走できる 1頑張ろう IJと 声をかけてくれました。 「そ うだ !け)つ くりで1)til_ば 間に合

う lJと 思い、走 り始めましたが痛 くて数歩 しか走れません。仕方ないので歩き続けました。エイドステーショ

ンでは ドリンクとレモンを摂 り、スボンジで体を冷や ヒました。 10キ ロの手前あたりで主人とすれ違いまし

た。主人もかなりきつそ うで t′ たc言葉を交わ し́て気が紛れたこともきDり 、先ずは折 り返 し́地点を目指そ うと思

いました。 しかし痛みは増 していきます。足 1)気持ちももう前に進めませんでした。ちょうど選手回収車が通 り

がかり、私は思わサ
^手

を挙げて自らリタイアしました。

体育館でしばらく休憩 し、水分と食べ物をいただいて、マッサージを受けようやく現実に戻つてきたようで し

たcそ して 「リタイアしてしまった 。・ 。」と、なんともいえない感情がこみ上げてきまし′た。
こうして私の官古島は中途半端な感 じで終わりました。
今までのレースでは、痛いところがあつてt)き つくても制限時間が迫っていても「水分とって、塩分とって、補

給食とって前へJと 進めましたが、今回はそ う思えることがなく、明らかに補給量が少ないのに 「大丈夫」と思

い込み、心と体が別々な感 じのレースで集中もできていませんでヒ́た。足の痛みは練習不足と補給不足が重なっ

たことによるものだと思います。
今回の経験を教司||に 、来年は緊張 しつつも「やれることはやつてきた」と感 じながらスター トラインに立ちたい

と思つています。
現地で、東京で、大阪で応援 してくださった皆さスノ、ありがとうございました。来年は笑顔で完走 l´ ます。
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くれました。東平安名1奇 も無事に通過 し、来間大橋では

青木 さんに笑顔で手を振 り、100キ ロ地点を予想 より若干早めに通過できたことで安心感があ りましたc相変わ
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. さあ大会 lバスで大会スター ト会場へこの緊張感たま りません。大会会場着いてく)ゃ ることいっばい。アンクルバン ドを足首へ、レースナンバーか臨ir童キュヱ
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